
































































































































表１基本的発話機能とされる 4 種の発話機能 
 発話役割 発話機能 交換対象 期待される応答 
自由裁量による別
の応答 
（2）A 《要求》 《命令》 
品物／行為 
《請負》（＝提供） 《拒否》 
（2）B 《付与》 《提供》 《受容》 《拒絶》 
（3）A 《要求》 《質問》 
情報 
《答え》（＝陳述） 《忌避》 





会話の目的:世界の現象に対する参与者 B の見解を参与者Ａに伝えること 










（山岡 2018:6）と（山岡・牧原・小野 2010:68）の Leech（1983）のポライトネスの原
理や Brown and Levinson（1987）のポライトネス理論の相関性が持つ配慮表現の原理（一
部抜粋）を整理し、以下のようになる。 
是認の原則 











  （2） 
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  「それは、日本語は漢字があるから難しいんだ。」 
  「なるほど。」 
 （2）について、土屋（2012:60）は、新規の話題としてのこの会話の成立はイメージし
づらいと指摘し、（3）に作りなおした。 
  （3） 
「外国人が、日本語は難しいって言ってるけど、どうして日本語は難しいの？」 
  「それは、日本語は漢字があるから難しいんだ。」 






A：納得する。   《受容》《承認》→《賛同》 
 
A と B の関係は「教えられると教える」の関係である。ラベリングで発話機能を表示す
れば、《質問》―《陳述》―《承認》は一つの連になる。《陳述》も《承認要求》である
が、B の「のだ」文は意見を述べることを表すので、《賛同要求》の語用論的条件をみた













しかし、B の《主張・賛同要求》に駆使され、A は B のポジティブフェイスと自分のポ
ジティブフェイスを同時に満足させる《賛同》の意図を伝達するための「二次的な認知コ




























 F032 ：文学部はめっちゃくちゃじゃない？ 
 F098 ：それはまた違う話でしょう。あれはめっちゃくちゃでもいいの。か，かまわない
の書くんだから。 
 F032 ：あ，文学部は？    《主張要求》 
 F098 ：文学，そうじゃない？あれって感想文でしょう？感想文の大きいようなもんでし
ょう？文学部の文章は。     《主張・賛同要求》 
 →F032 ：あーなるほどね。   《賛同》 
 F098 ：そしたら当人がわかればいいんでしょう。 《主張・賛同要求》 
→F032 ：なるほどね。     《賛同》 
F098 ：と私は思うんだけれど。（後略） （data008）  
（蓮沼 2018：19） 
 （4）の F032 の意見（文学部はめっちゃくちゃじゃない？）は最初に F098 に否認され、
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